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今月の題字は、デイサービス
月の輝き利用者様の作品です。
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ハートン

第67回赤い羽根共同募金(10月1日～12月31日)

　10月1日、市内の店舗等で一斉に行われた街頭募金では

たくさんの方からご協力をいただきました。また福祉まつ

りの共同募金コーナーにも、ご来場のみなさまからのあた

たかい気持ちが多く寄せられました。

　町内会を通じての戸別募金、企業のみなさまからの事業

所募金等でもたくさんのご協力をいただき、ありがとうご

ざいました。今後もあたたかいご支援をお願いします。

みなさまに親しまれる広報紙を目指し、来年度の題字部分のデザインを募集します。
詳細は、8ページをご覧ください。

題字部分のデザイン募集！！募
集
！

この部分

ハートン

ご応募
お待ちしております！

地域で困っている誰かの役に
立ちたい、そんな思いでする
募金が、じぶんの町を住みや
すい町にしていきます！

あんじょう社協だより
'13 11/15ー1ー

駅にて

福祉まつりにて 愛ちゃんも登場

スーパーにて駅にて



高棚小１年　田中　瑛
えい

人
と

三河安城小３年　岡田　奈
な

美
み

二本木小４年　大森　彩
あや

加
か

三河安城小５年　林　彩
さい

紋
もん

安城東部小２年　細井　柚
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希
き

安城南部小３年　築山　真
ま

衣
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安城南部小６年　土屋　恒
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か

　愛
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安城南中３年　水野　嘉
か
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こ

特賞 愛知県知事賞賞

受
賞
者
の
み
な
さ
ま
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〜赤い羽根共同募金は「じぶんの町を良くするしくみ」です。〜
　「募金はどのように使われているの？」そんな疑問を

もつ方も多いと思います。

　赤い羽根共同募金は、私たちの町の子どもたち、高

齢者、障がい者などを支援するさまざまな福祉活動に

役立てられます。また、災害時には、「災害ボランティ

アセンター」の設立や運営など、被災地支援にも役立

てられます。

　安城市で集まった募金は、市内のひとり暮らし高齢

者や障がい者、ひとり親家庭、次世代を担う子どもた

ちのほか、身近で行われているサロンやボランティア・

市民活動など、幅広く福祉事業に活用しています。安城

市内での募金のつかいみちは、町内会の回覧や社協だ

より、また愛知県共同募金会のウェブサイト（http://

www.aichi-akaihane.or.jp/）などから見ることがで

きます。

　12月からは歳末たすけあい募金も始まります。

みなさまのあたたかいご支援ご協力をお願いいたしま

す。

　安城市共同募金委員会会長賞を受賞されたみなさまの作品です！

　書道の部5,871 点、ポスターの部3,913 点の中から各10点が選ばれ、福祉まつりで

表彰・展示されました。たくさんのご応募ありがとうございました。

三河安城小３年

石川　裕
ゆう

真
ま

安城南中２年

太田　実
み

希
き

三河安城小４年

神谷　　暖
ひなた

東山中２年

上
かみ

畠
はた

　拓
たく

朗
ろう

丈山小５年

安藤　利
り

玖
く

篠目中３年

明
みよ

瀬
せ

　大
や ま と

和

安城南中１年

山田　　喬
たかし

安城北中１年

浅岡　陽
ひ

名
な

里町小６年

山崎　詩
し

織
おり

安城南中３年

加藤　日
ひ

奈
な

子
こ

愛知県共同募金会 銀賞愛知県共同募金会 金賞愛知県共同募金会 金賞

共同募金に関するお問い合わせは
安城市共同募金委員会（安城市社協内）へ
☎77-2941

優秀作品紹介
安城市共同募金委員会会長賞

赤い羽根協賛　作品コンクール

賞 賞 賞

あんじょう社協だより
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た
め
に
、
町
内
福
祉
委
員
会
の
組
織
体
制
や

今
後
の
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
す
。

の
活
動
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
、
地
区
社

協
と
し
て
支
援
す
べ
き
こ
と
を
ま
と
め
ま
し

た
。

　

地
区
で
の
会
議
と
並
行
し
て
、
各
町
内
で

の
会
議
も
開
催
し
て
い
ま
す
。
各
町
内
福
祉

委
員
会
で
は
、
昨
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
取

り
組
み
を
振
り
返
り
、「
で
き
た
こ
と
」「
で

き
な
か
っ
た
こ
と
」「
４
年
間
の
変
化
」
な

ど
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
も
と
に
、
平
成
26
年
度
か
ら
の

次
の
５
年
間
の
活
動
の
方
針
に
つ
い
て
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

各
町
内
で
は
活
動
計
画
の
策
定
で
の
話
し

合
い
を
通
し
て
、
自
分
の
住
む
町
の
現
状
を

あ
ら
た
め
て
確
認
し
、「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
暮
ら
し
て
い
き
た
い
ま
ち
」
に
し
て
い
く

地
域
福
祉
計
画
の
策
定
が
進
行
中
！

　
地
域
福
祉
計
画
は
、地
域
住
民
と
市
、社
協
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、福
祉
事
業
者
、福
祉
関
係
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
そ
の
他
の
各
関
係
機
関
、
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
相
互
に
協
力

し
地
域
福
祉
を
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
の
計
画
で
す
。
そ
の
た
め
に
策
定
の
段
階
か
ら
関
係
の
み
な

さ
ま
と
話
し
合
い
、
各
地
域
・
団
体
等
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
方
針
等
に
つ
い
て
打
ち
出
す
と
と
も

に
市
や
社
協
の
施
策
に
も
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、そ
の
た
め
に
開
催
し
た「
地
域
会
議
」「
地

域
福
祉
関
係
団
体
・
福
祉
事
業
者
会
議
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

第
３
次
地
域
福
祉
計
画
の
策
定 

②

　

地
域
の
み
な
さ
ま
の
声
を
計
画
に
反
映
さ

せ
て
い
く
た
め
に
、
各
町
内
福
祉
委
員
会
の

み
な
さ
ま
を
対
象
に
、
地
域
会
議
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

地
区
（
中
学
校
区
）
と
町
内
で
の
会
議
が

あ
り
、
平
成
20
年
度
に
策
定
し
た
各
町
内
福

祉
委
員
会
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
活
動
の
評
価
を
し
、
次
の
５
年
間
の
活

動
の
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
で
の
会
議
は
、
４
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
、地
区
ご
と
に
３
回
ず
つ
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
は
、「
地
域
の
課
題
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
認
知
症
高
齢
者
や
ひ
と
り
暮
ら

し
高
齢
者
の
事
例
か
ら
、
ど
ん
な
困
り
ご
と
が

あ
っ
て
地
域
で
何
が
で
き
る
の
か
を
、
町
内
ご

と
に
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
、「
地
域
の
課
題
と
解
決
策
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
町
内
福
祉
委
員

会
で
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
振
り
返

り
、
今
後
の
活
動
方
針
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

３
回
目
は
、「
地
区
と
し
て
の
計
画
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
こ
れ
ま
で
の
地
域
会

議
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
町
内
福
祉
委
員
会

★
町
内
の
計
画
を
考
え
る

★
地
域
の
課
題
を
考
え
る

地
域
会
議
開
催
報
告

▲町内ごとのグループでの話し合い

▲町内福祉委員会での話し合い▲話し合いで使用したワークシート

特 集

※
①
は
第
53
号
に
掲
載

あんじょう社協だより
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育
て
上
げ
ネ
ッ
ト
中
部
虹
の
会

　

虹
の
会
は
、
不
登
校
や
引
き
こ
も
り
な
ど

で
社
会
復
帰
に
支
援
が
必
要
な
若
者
な
ど
、

就
労
を
目
指
し
た
訓
練
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
で
す
。
交
流
会
で
は
、

介
護
保
険
事
業
者
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
の
受
入
れ
や
就
労
に
協
力
で
き
る
と
の
申

し
出
が
あ
っ
た
り
、
障
害
者
福
祉
事
業
者
か

ら
虹
の
会
へ
施
設
行
事
の
お
手
伝
い
な
ど
を

相
談
し
た
い
と
い
っ
た
申
し
出
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
当
事
者
団
体
か
ら
虹
の
会
へ
勉

強
会
の
講
師
の
依
頼
が
あ
っ
た
り
、
逆
に
他

団
体
か
ら
講
師
を
招
く
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

ご
縁
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
議
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

事
業
者
や
支
援
者
、
当
事
者
な
ど
が
情
報
や

意
見
を
交
換
し
、
協
力
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
交
流
会
は
、
普
段
は
直
接
活
動
を
共

に
す
る
こ
と
の
少
な
い
関
係
者
同
士
が
顔
を

合
わ
せ
て
情
報
交
換
が
で
き
る
貴
重
な
機
会

と
な
っ
た
た
め
、
今
後
の
継
続
を
望
ま
れ
る

声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

社
協
も
今
後
の
交
流
会
の
定
期
開
催
等
に

協
力
し
、
支
援
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
じ
け
い
と
西
別
所
町

　

２
回
目
の
会
議
に
登
場
し
た
事
例
の
概
要

を
紹
介
し
ま
す
。

　

西
別
所
町
に
あ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
じ
け

い
で
毎
月
開
催
す
る
喫
茶
店
に
は
、
地
域
の

住
民
も
遊
び
に
来
て
お
り
、
一
緒
に
歌
っ
た

り
、
楽
し
い
催
し
を
一
緒
に
見
た
り
す
る
中

で
親
し
い
関
係
が
生
ま
れ
、
今
で
は
近
所
の

人
が
作
っ
た
野
菜
や
お
花
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
人
も
町
内

の
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
町
内
の
人
と

一
緒
に
お
祭
り
や
芸
能
大
会
で
歌
や
踊
り
を

披
露
し
た
り
、
神
社
の
掃
除
や
夏
の
ラ
ジ
オ

体
操
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
で
顔
な
じ
み

に
な
っ
た
人
に
、
散
歩
や
買
い
物
中
に
よ
く

声
を
か
け
て
も
ら
う
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

入
所
す
る
人
が
、
隣
接
す
る
慈
恵
幼
稚
園
や

じ
け
い
の
森
保
育
園
の
園
児
と
一
緒
に
お
や

つ
を
食
べ
た
り
行
事
を
行
う
中
で
、
喜
び
や

や
り
が
い
、
自
信
を
取
り
戻
す
こ
と
も
あ
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
で
の
様
々
な
交
流
が
、
認
知
症
の
高
齢

者
が
地
域
で
安
心
し
て
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を

送
る
た
め
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
担
い
手
の
拡
大
と
支
え
あ
い

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
、
６
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

を
含
む
全
４
回
の
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
福
祉
事
業
者
・
団
体
の
中
か
ら
、

介
護
保
険
、障
害
福
祉
事
業
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
当
事
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団
体
、
老
人

ク
ラ
ブ
、
民
生
委
員
な
ど
の
み
な
さ
ま
29
名

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

交
流
会
は
、
会
議
に
参
加
す
る
29
施
設
・

団
体
に
加
え
、
町
内
会
や
民
生
委
員
な
ど
町

内
福
祉
委
員
会
の
み
な
さ
ま
35
名
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
団
体
の
紹
介
タ
イ
ム
の
後
、
参
加
者

同
士
で
交
流
し
、
展
示
し
た
応
援
・
応
募
パ

ネ
ル
に
は
、
合
計
51
件
も
の
応
援
や
相
談
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

★
会
議
が
取
り
持
っ
た
ご
縁

▲ワークシートを使っての話し合い

▲マッチング交流会で互いに活動紹介

地
域
と
福
祉
施
設
が

　
　
　
　

協
働
し
た
事
例

出
会
い
か
ら
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

マ
ッ
チ
ン
グ
交
流
会

第１回

各団体が抱えている「困
りごと」と、地域や他団
体と「一緒に取り組みた
いこと」「支援してほしい
こと」などの意見交換

第２回
活動事例を学び、団体間
のマッチングについて考
える

第３回 「地域福祉マッチング交流会」

第４回 地域福祉活動宣言の発表

会議の内容
地
域
福
祉
関
係
団
体
・

福
祉
事
業
者
会
議
報
告

今
後
の
地
域
と
福
祉
事
業
者
・

関
係
団
体
と
の
連
携
支
援

あんじょう社協だより
'13 11/15ー5ー



福祉まつりで飛ばした風船は自然にかえる素材でできているんだって！
あんじょう社協だより

'13 11/15 ー6ー

第30回
安城市福祉まつり報告

チャリティーバザーにご協力いただいた
企業・店舗一覧（順不同・敬称略）

・山崎製パン㈱安城工場
・森永製菓㈱中京工場
・愛知中央ヤクルト販売㈱
・キングパン協業組合
・㈲神谷食品
・㈱和泉そうめん丈山の里
・両口屋菓匠

・御菓子司　桝見屋
・深津養蜂園
・㈱南山園
・㈲たつみ麺店
・間杉手延製麺所
・櫻屋
・安城市観光協会

福祉基金への寄付一覧（順不同・敬称略）

　10月6日に「みんな持っている　つながる力　笑顔の力」をサブテーマに行われた
福祉まつりは94団体、115コーナーで盛大に開催され、7,500名の来場者でにぎわい
ました。
　福祉まつりにご寄付をいただいた多くのみなさま、ご来場のみなさま、参加団体・
ボランティアのみなさまに心からお礼を申し上げます。
　また、9月28日には福祉まつり30回の記念事業として、佐

さ

野
の

有
あ

美
み

さんをお招きし、
文化センターで講演会を開催しました。たくさんのみなさまのご来場ありがとうござ
いました。

・安城市町内会長連絡協議会 128,370 円
・安城市民生・児童委員協議会 250,000 円
・安城市身体障害者福祉協会 19,500 円
・安城文化協会 162,600 円
・国際ソロプチミスト安城 90,000 円
・福祉まつり実行委員会主催バザー 295,034 円

※みなさまのご協力によるチャリティーバザーの収益は、
福祉基金への運用等、福祉事業に活用させていただきます。

30周年記念事業
福祉講演会の様子
講師の佐野有美さん

安城養護学校の鼓隊部のみなさま

福祉まつりは、社協賛助会員・特別会員のみなさまの
ご支援を受けて開催しています。

みなさまのおかげで、
福祉まつりは今年で30周年を
迎えることができました！！30 周年記念ビンゴ大会の様子

福祉まつりは毎年10月の第１日曜日に開催されます



ハートン

ハートンからの
おしらせだよ！

　

善
意
銀
行
で
は
、
市
内
の
身
体
及
び
精
神

障
が
い
者
と
そ
の
家
族
、
友
人
を
対
象
に
、

「
日
本
昭
和
村
」
で
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
と

小
皿
の
絵
付
け
体
験
が
で
き
る
日
帰
り
旅
行

を
開
催
し
ま
す
。

対
　
象
▼�

市
内
在
住
の
身
体
及
び
精
神
障
が

い
者
（
1８
歳
以
上
、
高
校
生
不
可
）

と
同
居
の
家
族
、
友
人

日
　
時
▼��

平
成
26
年
１
月
19
日(

日)�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
予
定
）

場
　
所
▼�

日
本
昭
和
村
（
岐
阜
県
美
濃
加
茂
市
）

定
　
員
▼
60
名
（
先
着
順
）

参
加
費
▼�

身
体
及
び
精
神
障
が
い
者
本
人

と
同
居
の
家
族��

１
０
０
０
円��������

友
人
・
そ
の
他��

１
５
０
０
円

受
　
付
▼�

11
月
19
日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら�

電
話
に
て
受
付

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　

安
城
善
意
銀
行
（
事
業
係
内
）

☎
（
７７
）
２
９
４
１

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
大
募
集

��

当
日
の
付
き
添
い
や
お
手
伝
い
を
し
て
く

れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
ま
す
。
元
気

の
あ
る
人
大
歓
迎
！

　

原
則
、
高
校
生
以
上
と
し
ま
す
。

　

※
参
加
費
１
５
０
０
円
が
必
要
で
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
社
会
福
祉
会
館
内
）

☎
（
７７
）
２
９
４
１

　

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
福
祉
施
設
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
災
害
時
に
役
立
つ
も
の
づ
く
り

を
身
に
つ
け
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
デ

ビ
ュ
ー
す
る
き
っ
か
け
に
し
ま
せ
ん
か
？

　

講
座
で
楽
し
く
身
に
つ
け
た
後
は
、
楽
し

く
活
動
す
る
チ
ャ
ン
ス
や
ご
縁
も
提
供
し
ま

す
。
活
動
の
幅
を
広
げ
た
い
人
も
、
も
ち
ろ

ん
Ｏ
Ｋ
で
す
。

定
　
員
▼
15
名

会
　
場
▼
中
部
福
祉
セ
ン
タ
ー(

新
田
町)

参
加
費
▼�

５
０
０
円(

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

含
む)

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　

社
会
福
祉
会
館　

☎
（
７７
）
２
９
４
１

　
「
オ
レ
ン
ジ
の
会
」

は
三
河
安
城
小
学
校

に
通
う
肢
体
不
自
由

児
（
３
年
女
児
）
の

介
助
を
し
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
す
。

◎ 

活
動
内
容
▼
三
河
安
城
小
学
校
で
の
女

児
の
介
助
、
支
援

　

①
ト
イ
レ
介
助

　

②
給
食
介
助

　

③
車
い
す
や
歩
行
器
で
の
移
動
介
助

◎ 

活
動
時
間
▼
午
前
・
午
後
の
２
部
制�

（
１
回
１
時
間
半
～
３
時
間
の
活
動
。

週
１
回
や
月
１
回
な
ど
、
ご
都
合
に
応

じ
て
参
加
可
能
。)

月
末
に
翌
月
の
調

整
の
た
め
の
定
例
会
あ
り
。

　

(

欠
席
の
場
合
メ
ー
ル
で
対
応
可
。)

　

※
女
児
の
た
め
女
性
限
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
▼

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
社
会
福
祉
会
館
内
）

☎
（
７７
）
２
９
４
１

★
他
に
も
就
学
の
た
め
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
お

り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
携
帯
を
も
っ
と
使
い
こ
な
し
た
い
」

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
何
が
で

き
る
の
か
知
り
た
い
」
と
お

考
え
の
高
齢
者
の
み
な
さ
ま

に
お
す
す
め
の
講
座
で
す
。

善
意
銀
行 

冬
の
お
楽
し
み
会

日
帰
り
旅
行 

日
本
昭
和
村

楽
し
く
挑
戦
！
も
の
づ
く
り
講
座

～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
つ
や
る
か
？
今
で
し
ょ
！
～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

オ
レ
ン
ジ
の
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
高
齢
者
向
け

携
帯
電
話
講
座

講座名 シニア向け�誰でも簡単！携帯電話講座 60歳からのスマホ講座

日　時 12月4日（水）午前10時～正午 12月3日（火）午後１時30分～3時30分

場　所 北部福祉センター　2階　研修室 西部福祉センター　2階　集会室

テーマ
携帯電話の基本操作方法を、実際に操作
しながら、楽しく学びます。

初めてスマートフォンを触る人を対象に、基
本的操作の習得と、アプリの体験をします。

定　員 24名（市内在住で60歳以上の人） 24名（市内在住で60歳以上の人）

申込み
11月20日（水）午前9時から北部福祉セ
ンターにて。定員を超えた場合は抽選

11月20日（水）午前9時から西部福祉セン
ターにて。定員を超えた場合は抽選

問合せ 北部福祉センター　☎　97-5000 西部福祉センター　☎　72-6616

日　時 主な内容

2月1日(土)
午前9時30分～午後3時

あっという間のバルーンアート

2月8日（土）
午前9時30分～午後3時

�小物づくりとリハビリ折り紙に挑戦

2月15日（土）
午前9時30分～午後3時

�身近な廃材を使ってつくるおもちゃ

2月22日(土)
午前9時30分～午後3時

災害時に役立つものづくり

あんじょう社協だより
'13 11/15ー7ー



日
時
▼�

11
月
23
日
（
土
）・
2４
日
（
日
）�

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

西
部
公
民
館

内
容
▼�

地
元
町
内
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
模
擬
店
・
芸
能
発
表
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
小
物

づ
く
り
・
児
童
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン

ト
・
高
齢
者
疑
似
体
験
・
市
内
授

産
施
設
物
品
販
売
ほ
か

問
い
合
わ
せ 

▼
西
部
福
祉
セ
ン
タ
ー�

　
　
　

☎（
７2
）
６
６
１
６

　

桜
井
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
さ
く
ら
ホ
ー

ル
（
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
）
で
、
地
域
交

流
を
目
的
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
や
作
品
展

示
会
を
開
催
し
た
い
人
を
募
集
し
ま
す
。

開
催
可
能
日
▼

　

①�

１
月
15
日
（
水
）
～
１
月
31
日
（
金
）

　

②�

２
月
12
日
（
水
）
～
２
月
19
日
（
水
）

　

③�

３
月
12
日
（
水
）
～
３
月
29
日
（
土
）

　

※�

①
～
③
の
期
間
中
で
、
開
催
可
。
コ

ン
サ
ー
ト
は
午
後
２
時
～
３
時
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
準
備
、
片
付
け
を
含

め
最
長
２
週
間
ま
で
。

応
募
対
象
者
▼�

　

市
内
を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
る
個
人

　

及
び
団
体（
営
利
目
的
の
利
用
は
不
可
）

募
集
期
間
▼

　

12
月
３
日
（
火
）
～
12
月
2７
日
（
金
）

　

先
着
順

費
用
▼
無
料

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
▼

　

桜
井
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎（
99
）
７
３
６
５

　

地
区
社
協
で
は
、
介
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
と
情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
介
護
者

の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
費
・
申
込
み
不
要
で
、
途
中
で
の

入
退
室
も
可
能
で
す
。
介
護
を
し
て
い
る

人
、
介
護
に
関
心
の
あ
る
人
な
ど
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

地区名 日　時 場　所 問い合わせ

中　部
1２月１２日（木）
午後１時３０分～３時

中部福祉センター
１階　多目的室

中部地区社協
（中部福祉センター内）
☎７６－００９０

作　野
1２月１３日（金）
午後１時３０分～３時３０分

作野福祉センター
２階　教養娯楽室

作野地区社協
（作野福祉センター内）
☎７２－７５７０

桜　井
1２月２０日（金）
午後１時３０分～３時３０分

桜井福祉センター
３階　多目的室１

桜井地区社協
（桜井福祉センター内）
☎９９－７３６５

題字部分のデザイン募集！！〜あなたのデザインが社協だよりを飾ります〜
応募資格　市内在住・在学・在勤の人

作品条件　�①「あんじょう社協だより」が横書きで入っていること　②サイズ（縦13cm×横36cm）�

③書体や作成方法は自由ですが、平面の紙作品で、本人が創作した未発表の作品に限ります。�

（イラスト素材集などからの転用は不可）

　　　　　※掲載時は、２色刷りで、題字スペースの大きさ（縦6.5cm×横18cm）になります。

応募期限　１２月２１日（土）必着

応募方法　所定の応募用紙を添付して、作品を持参又は郵送

　　　　　※応募用紙は社会福祉会館、福祉センターにて配布

　　　　　のほか、ウェブサイトからもダウンロードできます。

応募・問い合わせ ▼
〒446-0046　安城市赤松町大北78番地4
安城市社会福祉協議会　総務課　企画財務係
☎（77）2941

さ
く
ら
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
＆

さ
く
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー
出
展
者
募
集

祝
「
記
録
サ
ー
ク
ル  

テ
レ
カ
メ
」

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
　
　
功
労
者
知
事
表
彰
受
賞

　

記
録
サ
ー
ク
ル
テ
レ
カ
メ
は
、

福
祉
教
材
と
な
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
更
新

作
成
や
、
福
祉
施
設
等
の
依
頼
に

応
じ
た
記
録
映
像
の
提
供
な
ど
、

19
年
以
上
に
渡
り
活
動
さ
れ
て
き

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で

す
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
８

月
29
日
、
県
知
事

か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

介
護
者
の
つ
ど
い

西
部
地
域
ま
つ
り

あんじょう社協だより
'13 11/15 ー8ー


